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第四回 ウェーブレット変換およびその応用に関するワークショップ  

タイムテーブル 
 

9 月 27 日（月） 

   12:00  受付開始 

 13:30 開会の辞 章 忠（豊橋技術科学大学 ウェーブレット解析・応用研究会） 

 

 

 

 

13:35 招待講演  

１． ウェーブレット解析の流体工学への展開 

 講師： 李鹿 輝 氏（山形大学） 

２． 聴性誘発脳波解析への応用 

 講師： 井川 信子 氏 (流通経済大学） 

 15:35 休憩 

 

 
15:45 一般講演 S1 講演数：３件 

 18:30 懇親会  ROTI KITCHEN（豊橋駅前） 

 

9 月 28 日（金） 

 08:30 開場 

 

 

09:00 一般講演 S2 講演数：４件 

 10:40 休憩 

 

 

10:50 一般講演 S3 講演数：４件 

 12:30 閉会の辞 戸田 浩（豊橋技術科学大学） 

  

 

 

 

 

 

   

※ 招待講演は各１時間（質疑応答を含む） 

※ 一般講演は各２５分（発表１５分，質疑１０分）



 

第四回ウェーブレット変換およびその応用に関するワークショップ  

プログラム 

 

9 月 27 日（月） 招待講演・一般講演 

  

開会の辞  章 忠（豊橋技術科学大学 ウェーブレット解析・応用研究会）

  

招待講演  

  

13:35-14:35 １．ウェーブレット解析の流体工学への展開 

IL1 講師： 李鹿 輝 氏（山形大学）

 本講演では，まず，離散ウェーブレット変換とウェーブレット多重解像度解析

の定義と数学上の意味について説明する．そして，その応用の一分野として，流

体工学をとりあげる．後流乱流，自動車ドアミラーの周り流れ及び噴流乱流の実

験計測データに対して，ウェーブレット多重解像度解析の結果を解説する． 

14:35-15:35 ２．聴性誘発脳波解析への応用 

IL2 講師： 井川 信子 氏 (流通経済大学）

 きこえの測定では，被検者が直接ボタンを押すなどで応答する自覚的聴力検査

が通常である．一方，新生児や乳幼児，詐聴や心因性難聴，全身麻酔下の被検者

等きこえの正確な意志表示ができない場合は他覚的聴力検査が実施されている．

近年，音刺激に対する脳波上の変化（聴性誘発反応）を測定指標にした他覚的聴

力検査による新生児聴覚スクリーニングが難聴の早期発見に貢献し，また，補聴

器調節にも本検査法が期待されているが，問題点は長い検査時間である．その 1

つの解決策はディジタル信号処理手法の応用である．本講演では，聴性脳幹反応

波形の離散ウェーブレット多重解像度分解および再構成を利用した方法を中心に

現状および今後の期待について述べる． 

15:35-15:45 休憩 

  



 

 

  

一般講演 講演スロット１ 

 

15:45-16:10 ゴルフショット音のウェーブレットによる心理音響メトリックス評価 

S1-1 平岡 大司，石光 俊介（広島市立大学）

 近年ゴルフクラブは反発係数を規制する新ルールが設けられ，飛距離による評価だけ

でなく，そのショット音にも注目が集まっている．本報告では，ヘッド形状の異なる

3 種類ゴルフクラブと性能の異なる 3 種のゴルフボールを用い，心理音響指標である

シャープネス，ラフネス，時変ラウドネスとウェーブレットによる時間周波数解析を

用いたショット音の客観評価を行った．また，これらと聴感実験との整合性について

調査し，その有効性について検討した． 

  

16:10-16:35 ウェーブレットの高次局所自己相関による感性評価 

S1-2 澤村 芳人，尾茂井 宏，石光 俊介（広島市立大学）

 本研究は，ボタン押し音の音響評価結果を用いて音質評価の自動化を目的とする．ボ

タン押し音をウェーブレット解析後，その結果に高次局所自己相関特徴を用いること

により音質評価の自動化について検討した．周波数軸に対して分割して特徴抽出する

ことで，時間軸に対する加法性を保ったまま振幅の特徴を捉えた．ウェーブレット解

析結果のグレイスケール画像と二値化画像に対して比較検討を行った． 

  

16:35-17:00 ウェーブレット変換を用いたトンボの翅構造の解析 

S1-3 村瀬 安範，李鹿 輝（山形大学）

 本研究では，トンボの翅の表面凹凸構造における境界層の制御の解明を目的とする．

まず実際の翅の凹凸構造を定量的に解明するために，凹凸構造にウェーブレット変換

を行なった．次に境界層制御による羽の表面構造の硬化を解明するために，実際の翅

の断面モデルを製作し，モデル周りの流れ場について PIV 計測を行なった．ウェーブ

レット解析の結果より，翅の表面凹凸構造は小スケールの流れに対して制御する事が

確認できた．また，PIV 計測の結果より，流れに対して大きな影響を与えるのは，前

縁部の凹凸構造である事が確認できた． 

  

18:30-20:30 懇親会  ROTI KITCHEN（豊橋駅前） 

 

豊橋駅バスターミナル 

平和園隣 
豊鉄ターミナルホテル 
宝くじ売り場左隣に入口有 
地下１Ｆ 

豊鉄バス発車時刻 

技科大前 豊橋駅 

17:29 17:58 

17:44 18:13 

18:00 18:29 



 

 

9 月 28 日（火） 一般講演 

  

一般講演 講演スロット２ 

 

09:00-09:25 2 次元複素数離ウェーブレット変換の方向検出の特性に関する検討 

S2-1 加藤 毅，章 忠，戸田 浩，今村 孝，三宅 哲夫（豊橋技術科学大学）

 2 次元複数離散ウェーブレット変換(2D-CDWT) は画像処理の分野で広く応用されてい

る周波数解析法である．2D-CDWT の応用であるエッジ検出は，6 方向のエッジを選択

して検出する．しかし，欠陥検査にエッジ検出を応用する場合，エッジの角度幅が大

きく，方向は大まかにしか捉えられない欠点がある．本研究は，2D-CDWT に比べて周

波数の分解能を向上させた，複素数離散ウェーブレットパケット変換(2D-CDWPT) を検

討し，評価を行った． 

  

09:25-09:50 高速フーリエ変換を用いて構築する完全シフト不変・複素数離散ウェーブレット変換

S2-2 戸田 浩，章 忠，今村 孝（豊橋技術科学大学）

 完全シフト不変定理は，複素数離散ウェーブレット変換により完全シフト不変を実現

するために，重要な役割を果たす．本研究では，この完全シフト不変定理を離散フー

リエ変換を用いるケースに拡張し，これに基づき，高速フーリエ変換を用いて，完全

シフト不変・複素数離散ウェーブレット変換を構築する． 

  

09:50-10:15 視覚性誘発電位解析のためのモルフォロジカルフィルタ設計 

S2-3 山口 朋成，入江 純，藤尾 光彦，井上 勝裕（九州工業大学）

 時間的に状態が変動する脳波の電位変化を検出する手段として，ウェーブレット変換

などの時間周波数解析が用いられている．一方で，特定形状の抽出や除去能力に優れ

ているモルフォロジカルフィルタを用いて，生体信号内に含まれるパルス性成分や非

定常な成分を抽出することができる．本稿では，モルフォロジカルフィルタを用いた

非線形の多重解像度解析の一手法を提案し，視覚刺激時の脳電位変化抽出を試みた結

果を報告する．フィルタ特性を定める構造関数は，対象信号が含む特徴を別々の帯域

に分離するように設計され，有用性は離散ウェーブレット変換との比較で示される．

  

10:15-10:40 シフト不変複素数離散ウェーブレット変換と ICA による胎児 MCG 信号の抽出 

S2-4 堀畑 聡（日本大学），石川 康宏（石川医院），堀米 仁志（筑波大学），

戸田 浩，章 忠（豊橋技術科学大学）

 胎児の不整脈の早期発見は胎児の生死や治療に直結する．今日，胎児心磁図などで胎

児心拍波形の計測が行われている．この胎児の心磁図（MCG）は生体内のノイズが混入

するため，そのままでは専門医の診断が難しい．本研究では計測された MCG 信号から

胎児の MCG 信号を ICA で分離し，シフト不変性を考慮した離散複素数ウェーブレット

変換を使いノイズ除去を行い，専門医の診断が可能な信号を生成することを目的とす

る． 

  

10:40-10:50 休憩 

 



 

一般講演 講演スロット３ 

 

10:50-11:15 複数の定常離散ウェーブレット変換を用いた画像分離について 

S3-1  守本 晃，芦野 隆一，片岡 秀輔（大阪教育大学），

萬代 武史（大阪電気通信大学）

 画像分離問題の新しい手法を提案する．観測画像に複数の定常離散ウェーブレット変

換を適用することにより空間スケール情報行列を定義する．空間スケール情報行列が

階数 1 になるときの非零固有値に対する固有ベクトルの分布から，混合行列を推定し

画像分離を行う．分布を作成するために，自己組織化特徴地図(SOFM)を用いる方法と，

平面上のヒストグラムを用いる方法を提案し比較検討する．数値実験を行い提案した

手法の有効性を確認する． 

  

11:15-11:40 多重解像度マルチウェーブレットによる量子化学計算プログラムの開発 III 

S3-2 松村 暁，関野 秀男，加藤 哲也（豊橋技術科学大学），

Robert J. Harrison，オークリッジ国立研究所）

 分子の電子状態に対する分子量子状態の計算において，LCAO 近似を用い原子核上に中

心を持つ基底関数を用いる方法が，比較的小さな分子の電子状態表現に成功を納めて

きた．しかし，巨大で柔軟な構造の分子の量子化学計算では，分子の LCAO 近似の正当

性は確かではなく，より数学的な関数空間表現が必要となる．そこでこれを完全に表

現できる MRMW 基底を用いた量子化学計算パッケージ MADNESS を我々は開発してきた．

今回は量子化学計算での分子構造最適化問題に有用なヘルマンファインマン定理を説

明し，ほぼ完全基底関数とみなせる MRMW 基底による計算と典型的な LCAO 基底である

ガウシアン基底関数による分子のエネルギー勾配計算結果を比較し考察した． 

  

11:40-12:05 マルチウェーブレット基底を用いた非断熱過程の解析 

S3-3 清野 尚子，濱田 信次，関野 秀男（豊橋技術科学大学）

 化学反応では，電荷移動やエネルギー移動などの過程とそれに追従する反応とが重要

となる場合があり，系を構成する粒子である核と電子の運動を同時シミュレーション

する必要がある．このとき，従来の原子核と電子との関係にもとづく断熱近似を用い

た場合，電荷移動や共有結合の生成など，非断熱過程と呼ばれる化学過程の本質にか

かわる現象を再現できない．そこで本研究では，核に働く力を直接計算する Ehrenfest 

MolecularDynamics(EMD)手法を採用し，非断熱過程のシミュレーションを可能とした．

また，ここでは多重解像度解析多重ウェーブレット関数を導入し，電子状態と核の同

時シミュレーションを EMD によって行い，非断熱過程の考察を行った． 
  

12:05-12:30 錯聴の数理解析 ―音程に関する考察― 

S3-4 宮崎 晃豪，関野 秀男（豊橋技術科学大学）

 錯聴現象は錯視現象に比べ取り上げられることは少ないが，会話における錯聴，ある

いは音声妨害に対する補完などは古くから研究されてきた．音声認識は音素を基とし，

さらには音声に対応する文脈といった意味論とも関連し，高度な脳機能処理に関連づ

けられている可能性も大きい．ここでは比較的簡単な物理信号構造を持ち，判断基準

も客観性の大きい音程に注目した錯聴現象の考察を行った． 

  

閉会の辞  戸田 浩（豊橋技術科学大学） 

 



 

招待講演１ 

 

『ウェーブレット解析の流体工学への展開』 

山形大学  李鹿 輝 氏 

 

講 師 略 歴 

1989 年 中国北京航空航天大学大学院工学研究科博士課程 
   工学博士の学位取得 （中国北京航空航天大学） 

1993 年 九州工業大学大学院工学研究科博士後期課程 
博士（工学）の学位取得 （九州工業大学） 

1993 年 鹿児島大学工学部 助手 
2003 年 山形大学工学部 助教授 
2006 年 山形大学大学院理工学研究科 教授 

現在にいたる 

 

受 賞 歴 

1995 年 日本機械学会賞（研究奨励賞）受賞 
2001 年 日本混相流学会奨励賞受賞 
2003 年 可視化情報学会論文賞受賞 
2006 年 日本機械学会流体工学部門フロンティア表彰 
2009 年 可視化情報学会功労賞 

 

役 員 歴 等 

可視化情報学会代議員 
可視化情報学会「ウェーブレットと知的可視化の応用研究会」主査 
可視化情報学会誌編集委員 
可視化情報学会全国講演会 2009 実行委員長 
Guest Editor of the International Journal of Wavelets, 
Multiresolution and Information Processing 
 



 

招待講演２ 

 

『聴性誘発脳波解析への応用』 

流通経済大学  井川 信子 氏 

 

講 師 略 歴 

1982 年 東京女子大学大学院理学研究科数学専攻終了 
理学修士の学位取得 （東京女子大学） 

1996 年 千葉大学大学院自然科学研究科生産科学専攻 
博士課程単位取得退学 

2006 年 博士（工学）の学位取得 （千葉大学） 

1982 年 科学技術庁航空宇宙技術研究所空気力学第二部勤務 
1983 年 東洋英和女学院中高部数学専任教員  
1988 年 産能大学情報科学研究所研究員および経営情報学部助手 
1991 年 帝京平成大学帝京情報技術専門学校専任講師 
1995 年～ 民間企業 商品開発部，ネットワーク事業本部等勤務 
2001 年 流通経済大学法学部 助教授 
2005 年 流通経済大学法学部 教授 

現在にいたる 
 

受 賞 歴 

2007 年  第 1 回信号処理学会論文賞受賞 

役 員 歴 等 

日本聴覚医学会広報委員会委員 
私立大学情報教育協会サイバー・キャンパス・コンソーシアム 

数学グループ運営委員会委員 
千葉県松戸市情報公開審査会委員 
 
千葉大学フロンティアメディカル工学研究開発センター特別研究員 



 

 

＜会場内案内＞ 

休憩所のご案内 
・ 受付付近にコーヒー等をご用意した休憩所を設置いたします．ご自由にご利用下さい． 

なお，ゴミの分別収集にご協力ください． 

 
・ 一般講演論文は CD-ROM での配布とさせて頂きます． 

 
・ 簡易インターネット接続（無線 LAN）を準備予定ですが，回線帯域に限りがあります． 

あらかじめご了承ください． 

 
・ 男性用･女性用トイレは講演会場と同施設内にありますが，場所が異なりますので， 

お間違いのないよう，ご注意ください． 

 
講演会場内でのお願い 
・ 携帯電話は電源をお切りいただくかマナーモードへご設定ください． 

 
・ 飲み物等を持ち込まれる際には，汚れ・こぼし等にご注意願います．周辺機材等の破損・

汚損の際には弁償をお願いする場合がございます． 

 
・ 会場内でのカメラ撮影・録音等はお控えください．資料内容へのご質問・PPT 等資料提供の

ご希望などは，各講演者へ直接お問合せください． 
 

 



 

＜交通案内＞ 

豊橋鉄道バス  

技科大前－豊橋駅前（所要時間 約２５分） 

豊橋駅前⇒技科大前 技科大前⇒豊橋駅前 

7:50 ⇒ 8:15 12:09 ⇒ 12:34 12:07 ⇒ 12:32 16:44 ⇒ 17:10 

8:02 ⇒ 8:27 12:49 ⇒ 12:54 12:24 ⇒ 12:49 17:04 ⇒ 17:30 

8:16 ⇒ 8:41 13:09 ⇒ 13:14 12:44 ⇒ 13:09 17:14 ⇒ 17:43 

8:36 ⇒ 9:01 13:29 ⇒ 13:54 13:07 ⇒ 13:32 17:29 ⇒ 17:58 

8:56 ⇒ 9:21 13:49 ⇒ 14:14 13:29 ⇒ 13:54 17:44 ⇒ 18:13 

9:16 ⇒ 9:41 14:09 ⇒ 14:34 13:44 ⇒ 14:09 18:00 ⇒ 18:29 

9:29 ⇒ 9:54 14:29 ⇒ 14:54 14:07 ⇒ 14:32 18:14 ⇒ 18:43 

9:49 ⇒ 10:14 14:49 ⇒ 15:14 14:24 ⇒ 14:49 18:30 ⇒ 18:59 

10:09 ⇒ 10:34 15:09 ⇒ 15:34 14:44 ⇒ 15:09 18:49 ⇒ 19:17 

10:29 ⇒ 10:54 15:29 ⇒ 15:54 15:07 ⇒ 15:32 19:05 ⇒ 19:33 

10:49 ⇒ 11:14 15:49 ⇒ 16:14 15:24 ⇒ 15:51 19:24 ⇒ 19:50 

11:09 ⇒ 11:34 16:09 ⇒ 16:34 15:44 ⇒ 16:11 19:44 ⇒ 20:10 

11:29 ⇒ 11:54 16:29 ⇒ 16:54 16:07 ⇒ 16:33 20:13 ⇒ 20:39 

11:49 ⇒ 12:14 16:49 ⇒ 17:15 16:24 ⇒ 16:50 20:33 ⇒ 20:58 

JR 豊橋駅 東海道新幹線 

上り ： 豊橋⇒東京  下り：豊橋⇒名古屋⇒新大阪 

こだま 648 12:01 ⇒ 14:17  ひかり 509 12:00 ⇒ 12:21 ⇒ 13:30

こだま 650 12:32 ⇒ 14:47  こだま 645 12:16 ⇒ 12:46 ⇒ 13:53

ひかり 514 12:43 ⇒ 14:10  こだま 647 12:46 ⇒ 13:16    

こだま 652 13:01 ⇒ 15:17  こだま 649 13:16 ⇒ 13:46 ⇒ 14:53

こだま 654 13:32 ⇒ 15:47  こだま 651 13:46 ⇒ 14:16    

こだま 656 14:01 ⇒ 16:17  ひかり 513 14:00 ⇒ 14:21 ⇒ 15:30

こだま 658 14:32 ⇒ 16:47  こだま 653 14:16 ⇒ 14:46 ⇒ 15:53

ひかり 518 14:43 ⇒ 16:10  こだま 655 14:46 ⇒ 15:16    

こだま 660 15:01 ⇒ 17:17  こだま 657 15:16 ⇒ 15:46 ⇒ 16:53

こだま 662 15:32 ⇒ 17:47  こだま 659 15:46 ⇒ 16:16    

こだま 664 16:01 ⇒ 18:17  ひかり 517 16:00 ⇒ 16:21 ⇒ 17:30

こだま 666 16:32 ⇒ 18:47  こだま 661 16:16 ⇒ 16:46 ⇒ 17:53

ひかり 522 16:43 ⇒ 18:10  こだま 663 16:46 ⇒ 17:16    

こだま 668 17:01 ⇒ 19:17  こだま 665 17:16 ⇒ 17:46 ⇒ 18:53

こだま 670 17:32 ⇒ 19:47  こだま 667 17:46 ⇒ 18:16    

こだま 672 18:01 ⇒ 20:17  ひかり 521 18:00 ⇒ 18:21 ⇒ 19:30

こだま 674 18:32 ⇒ 20:47  こだま 669 18:16 ⇒ 18:46 ⇒ 19:53

ひかり 526 18:43 ⇒ 20:10  こだま 671 18:46 ⇒ 19:16    

こだま 676 19:01 ⇒ 21:17  こだま 673 19:16 ⇒ 19:46    

こだま 678 19:32 ⇒ 21:47  こだま 675 19:46 ⇒ 20:16    

こだま 680 20:01 ⇒ 22:17  ひかり 525 20:00 ⇒ 20:21 ⇒ 21:30

こだま 682 20:32 ⇒ 22:47  こだま 677 20:16 ⇒ 20:46    

ひかり 530 20:43 ⇒ 22:10  こだま 679 20:46 ⇒ 21:16    

こだま 684 21:01 ⇒ 23:16  こだま 681 21:16 ⇒ 21:46    

     こだま 683 21:46 ⇒ 22:16 ⇒ 23:26
     こだま 685 22:13 ⇒ 22:38    

     こだま 687 22:44 ⇒ 23:11    

     ひかり 531 23:02 ⇒ 23:24    

     ひかり 533 23:29 ⇒ 23:49    

名古屋鉄道 ９時～15 時，毎時１５分に中部国際空港行き
特急電車があります．それ以外の電車でも金山にて乗換え
し，中部国際空港行きに接続できます． 

タクシー 東海交通：0532-57-1111， 
豊鉄タクシー：0532-56-5111  
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